
(令和7年度実施)

令和6年度卒業生に関する

福島学院大学

福島学院大学短期大学部 学生支援･キャリア支援課

就職先アンケート結果報告



１．調査目的　及び　アンケート実施概要

（２）アンケート実施概要

　実施対象：令和６年度卒業生の就職先　126事業所

　実施時期：令和7年8月1日～8月31日

　設問数：5問

　周知方法：内定報告書をもとに案内文書を郵送

　回答方法：本学ウェブサイト経由、googleフォームまたはFAXで回答

（３）アンケート回収状況

対象事業所数 126

回答あり 75件

回答なし 51件

（１）調査目的

　卒業生の就職先からどのような評価をいただいているかを聞くことで、本

学の教育目標の達成状況の確認や、今後の教育内容及び学生支援・キャリア

支援の改善に活かすことを目的とする。

75件

59.5%

51件

40.5%

回答率

回答あり 回答なし



２．調査項目

DP1

DP2

DP3

DP4

DP5

Q1.　今年4月に採用した本学の令和6年度卒業生の卒業学科について、該当

する項目に☑を付けてください。（令和7年8月1日現在、複数回答可）

□大学院心理学研究科　□福祉学部福祉心理学科　□福祉学部こども学科

□短期大学部保育学科　□短期大学部食物栄養学科

□在籍していない・既に退職した

問題発見・解決力（現代社会に関心を持ち、課題を見つけ出して

解決に取り組むことができる関心・意欲・態度）

□役に立っている　□どちらとも言えない　□役に立っていない

総合力（人間や文化について幅広い知識を身につけ、広い視野か

ら理解することができる思考力・判断力）

Q2.　令和6年度卒業生を採用するにあたり、特にどのような点を評価されま

したか。該当する項目に☑を付けてください。（複数回答可）

□コミュニケーション力　□常識・マナー　□業務に必要な知識・スキル

□資格　□人柄　□積極性　□熱意・意欲　□協調性　□大学での学びの内

容　□大学時代の経験（社会貢献活動、アルバイト等）　□実習・インター

ンシップの経験　□自事業所への理解力・適応力　□自事業所員との相性

□将来のビジョン・職業観　□その他（　　　　　　　　　）

Q3.　 令和6年度卒業生は、本学の学修成果に相当する能力・資質をどの程度

身に付けていると思われますか。該当する項目に☑を付けてください。

□役に立っている　□どちらとも言えない　□役に立っていない

実践力（専門性を実践するために必要な知識・能力・技能）

□役に立っている　□どちらとも言えない　□役に立っていない

□役に立っている　□どちらとも言えない　□役に立っていない

□役に立っている　□どちらとも言えない　□役に立っていない

構想・構築力（新たな問題を言語化またはモデル化し、それに対

する分析や提案をおこない、論理的に説明する力）

コミュニケーション力（学びによる能力や素養を活かすために、

他者との相互理解を実現する力）



Q5.　福島学院大学の教育・学生支援等に関するご意見・ご要望等ございまし

たら、ご記入ください。

Q4.　業務にあたり、令和6年度卒業生のどのような点が特に課題と思われま

すか。該当する項目に☑を付けてください。（複数回答可）

□主体性（物事に進んで取り組む力）

□働きかけ力（他人に働きかけ巻き込む力）

□実行力（目標を設定し確実に行動する力）

□課題発見力（現状を分析し目的や課題を明らかにする力）

□計画力（課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力）

□創造力（新しい価値を生み出す力）

□発信力（自分の意見を分かりやすく伝える力）

□傾聴力（相手の意見を丁寧に聴く力）

□柔軟性（意見の違いや立場の違いを理解する力）

□状況把握力（自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力）

□規律性（社会のルールや人との約束を守る力）

□ストレスコントロール力（ストレスの発生源に対応する力）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



３．アンケート結果

回答数 割合

大学院心理学研究科 0 0.0%

福祉心理学科 23 30.7%

こども学科 23 30.7%

保育学科 21 28.0%

食物栄養学科 11 14.7%

在籍していない・退職 1 1.3%

回答数 75

Q1. 今年4月に採用した本学の令和6年度卒業生の卒業学科について、該当す

る項目に☑を付けてください。（令和7年8月1日現在、複数回答可）
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事業所からの回答数（卒業学科別）

回答数



過年度比較

Q2.　令和6年度卒業生を採用するにあたり、特にどのような点を評価されま

したか。該当する項目に☑を付けてください。（複数回答可）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

人柄

熱意・意欲

コミュニケーション力

常識・マナー

協調性

資格

積極性

事業所への理解・適応力

社会貢献活動、アルバイト等

業務に必要な知識・スキル

実習・インターンシップ

事業所員との相性

将来のビジョン・職業観

大学での学びの内容

その他

評価した点 ※順序は令和6年度降順

令和6年度割合 令和5年度割合



項目

令和6年度 令和5年度 令和6年度 令和5年度

61 43 81.3% 59.7%

50 28 66.7% 38.9%

48 38 64.0% 52.8%

42 43 56.0% 59.7%

33 22 44.0% 30.6%

28 26 37.3% 36.1%

20 14 26.7% 19.4%

16 6 21.3% 8.3%

15 8 20.0% 11.1%

14 11 18.7% 15.3%

13 6 17.3% 8.3%

13 6 17.3% 8.3%

12 3 16.0% 4.2%

10 3 13.3% 4.2%

4 0 5.3% 0.0%

75 72

項目

協調性

資格

積極性

件数 割合

事業所への理解・適応力

社会貢献活動、アルバイト等

業務に必要な知識・スキル

実習・インターンシップ

事業所員との相性

項目

人柄

熱意・意欲

コミュニケーション力

常識・マナー

将来のビジョン・職業観

大学での学びの内容

その他

回答数



過年度比較

Q3.　 令和6年度卒業生は、本学の学修成果に相当する能力・資質をどの程度

身に付けていると思われますか。該当する項目に☑を付けてください。

64.0%

54.7%

30.7%

76.0%

53.3%

33.3%

42.7%

61.3%

21.3%

40.0%

2.7%

2.7%

8.0%

2.7%

6.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

総合力

問題発見・解決力

構想・構築力

コミュニケーション力

実践力

身に付けていると思われる能力・資質（令和6年度卒業生）

役に立っている どちらとも言えない 役に立っていない

52.8%

51.4%

16.7%

63.9%

37.5%

37.5%

41.7%

68.1%

29.2%

52.8%

8.3%

5.6%

13.9%

5.6%

8.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

総合力

問題発見・解決力

構想・構築力

コミュニケーション力

実践力

身に付けていると思われる能力・資質（令和5年度卒業生）

役に立っている どちらとも言えない 役に立っていない



令和6年度卒業生

身に付いている

 総合力

 実践力

回答数

令和5年度卒業生

身に付いている

 総合力

 実践力

回答数

令和6年度卒業生

身に付いている どちらとも言えない 身に付いていない 無回答

 総合力 48 64.0% 25 33.3% 2 2.7% 0 0.0%

 問題発

見・解決

力

41 54.7% 32 42.7% 2 2.7% 0 0.0%

 構想・構

築力
23 30.7% 46 61.3% 6 8.0% 0 0.0%

 コミュニ

ケーショ

ン力

57 76.0% 16 21.3% 2 2.7% 0 0.0%

 実践力 40 53.3% 30 40.0% 5 6.7% 0 0.0%

回答数 75

令和5年度卒業生

身に付いている どちらとも言えない 身に付いていない 無回答

 総合力 38 52.8% 27 37.5% 6 8.3% 1 1.4%

 問題発

見・解決

力

37 51.4% 30 41.7% 4 5.6% 1 1.4%

 構想・構

築力
12 16.7% 49 68.1% 10 13.9% 1 1.4%

 コミュニ

ケーショ

ン力

46 63.9% 21 29.2% 4 5.6% 1 1.4%

 実践力 27 37.5% 38 52.8% 6 8.3% 1 1.4%

回答数 72



過年度比較

Q4.　業務にあたり、令和6年度卒業生のどのような点が特に課題と思われま

すか。該当する項目に☑を付けてください。（複数回答可）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

課題発見力

発信力

働きかけ力

創造力

主体性

状況把握力

ストレスコントロール力

柔軟性

実行力

計画力

傾聴力

規律性

課題と思われる項目 ※順序は令和6年度降順

令和6年度 令和5年度



令和6年度 令和5年度 令和6年度 令和5年度

課題発見力 25 35 33.3% 48.6%

発信力 25 23 33.3% 31.9%

働きかけ力 23 19 30.7% 26.4%

創造力 23 15 30.7% 20.8%

主体性 20 20 26.7% 27.8%

状況把握力 18 12 24.0% 16.7%

ストレスコントロール力 16 15 21.3% 20.8%

柔軟性 15 8 20.0% 11.1%

実行力 14 14 18.7% 19.4%

計画力 13 16 17.3% 22.2%

傾聴力 9 13 12.0% 18.1%

規律性 5 8 6.7% 11.1%

回答数 75 72

※自由記述は非公表

その他回答（令和6年度）

・継続力（長期的な視点を持つこと）

・困ったら相談することでストレス軽減・業務負担軽減につながるのではな

いか

項目
件数 割合

Q5.　福島学院大学の教育・学生支援等に関するご意見・ご要望等ございまし

たら、ご記入ください。

その他回答（令和5年度）

・持続力（事務作業であるが業務上の体力）

・健康管理、自分の体を知る

・生活力（体調管理・一人暮らし出来るだけの家事や常識の欠如）

・同じことを何度も注意されてなかなか身につかない。

失敗した時に乗り越える力

・働き始めて5ヶ月弱であり、見極めるには期間が短い


